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●休日・夜間に病気になったら：○消防署（☎7184－0119）に電話をしてください。休日・夜間救急病院、小児救急病院をご案内します。案内された病院に行く場合は、症状
やけがの状態を病院に直接電話してから受診してください。※JAとりで総合医療センターにおける23時から翌朝8時30分までの小児救急は基本的に重症患者に限定されます。
※緊急の場合は迷わず「☎119」へ電話をしてください。※休日や深夜などの診察料は、割高になります。休日は日曜日、祝日、年末年始

市民プラザ
◆つまようじアート展　我孫子東高校
図書委員会作品　 25日㈮～令和3年
1月5日㈫9時～18時（初日13時～）　

我孫子東高校☎7189－4051
 図書館　1日㈫～27日㈰　
 休館日：月曜日（祝日の場合は翌平日）
湖北台分館ミニギャラリー
◆編み物作品展　松永ナナ子手編み教
室
布佐分館ミニギャラリー
◆クリスマス　デイサービスたんぽぽ

 けやきプラザ　
 休館日：月曜日（祝日の場合は翌平日）
第1ギャラリー
◆第4回　エンジョイフォト写真展　

15日㈫～20日㈰10時～17時（初日
12時～、最終日16時まで）　 吉羽
☎090－9000－1695
第2ギャラリー
◆クリスマスを彩るキルト作品展　
16日㈬～19日㈯10時～16時　 山
梨☎7183－7506
第1・第2ギャラリー
◆平和の集い～我孫子から平和を願う  

～展　 6日㈰まで9時～19時（最終
日16時まで）　 企画課・内線212
 アビシルベ　開館時間：9時～18時
 　☎7100－0014
◆「我孫子のいろいろ八景」パネル展　

4日㈮まで（最終日15時まで）
◆我孫子東高校つまようじアート展　

6日㈰～16日㈬
◆アビストリーム「アビスト de Night☆」
LIVE放送　 18日㈮18時～19時
◆懐かしの映画ポスター展第20回「星
になったスター達」　 20日㈰～28
日㈪（最終日16時まで）
 けやきプラザ県民講座・講習
◆よさこいソーラン踊りで転倒予防　

2日㈬　 藤崎成吾さん（柏健康ソー
ラン倶楽部代表）
◆健康腸寿のススメ　 16日㈬　
若山美砂子さん（千葉県ヤクルト販売
㈱食生活アドバイザー）
◆言葉が変われば心が変わる　 23
日㈬　 宮本久男さん（オフィスチャ
オ代表）

〈共通〉時間13時30分～15時30分　
7階研修室　 30人（要申込）　 無

料　 ・ ふれあいプラザ☎7165－
2886※月曜休館（休日の場合は翌火
曜日）※専門職対象県民研修はホーム
ページ（www.furepla.jp）をご覧くだ
さい。

12月

日時　12月6日㈰午後1時30分～4時（1時開場）　場所　けやきプラザホール　費用　無料

【プログラム】
◎第1部（午後1時40分～）　広島派遣中学生報告 
　8月10日～12日、中学生9人
が被爆地・広島を訪れ、戦争や
原爆の恐ろしさ、平和の大切さ
を学びました。現地での活動と
広島で感じたそれぞれの思い、
平和への誓いを発表します。
◎第2部（午後2時55分～）
　広島派遣OGの高校生による平和を願う歌 
　平成29年、当時中学2年生で広島派遣に参加した柵

ま さ

木
き

愛
あ い

さんは、高校2年生となった現在、自身が作詞作曲し

た歌を通して、多くの人に戦争や平和についての思いを
伝える活動をしています。
◎第3部（午後3時10分～）我孫子中学校演劇部
   『戦争を知らない子どもたち』 
あらすじ
　太平洋戦争が激しさを増す中、空襲におびえながらも
日々明るく懸命に生きる健太。現代の学校に退屈しなが
ら、毎日をなんとなく生きる由希。生きている時代が違
う二人がひょんなことから入れ替わってしまう。
　戦争を知らない現代の子どもが悲惨な戦争の時代を生
きたら…戦時中の子どもが物の豊富な現代を生きたら…
戦争とは、平和とは、そして今を生きるとは…

広島派遣団長　
我孫子中学校2年　高

た か

瀬
せ

　由
ゆ

華
か

さん
　今回、実際に広島に
行くことができて、私
たち自身が見てきたも
のをそのまま伝えるこ
とが大切なのではない
かと思いました。
　戦後生まれてきた私たちは、生活して
いる中で爆弾が投下されるからおびえる
なんて考えたことはないと思います。も
っと戦争を身近に感じてしっかりと過去
を読み解くきっかけに、私たちがなれる
よう努力していきたいです。

平和の集い～我孫子から平和を願う～ 　企画課・内線212

発熱などの症状がある場合には、
まずは「かかりつけ医」に電話で相談してください。

新型コロナウイルス感染症の
感染リスクが高まる「5つの場面」

必ず事前予約をして受診

必ず事前予約をして受診

　季節性インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の同時流行に備えた医療の提供体制は、
下記の「発熱患者などの相談・診療・検査の流れ」となります。

発熱患者など

電話相談

かかりつけ医などの
地域で身近な医療機関

自院で診療・
検査できない
場合、相談窓
口を紹介

近くの発
熱外来を
案内

自院で診療・
検査可能な場合

かかりつけ医がいないなど
困った時は相談窓口に連絡

　我孫子市および近隣市の新型コロナウイルス感染症の
感染者が増加しています。
　10月23日に、新型コロナウイルス感染症対策分科会
から、『感染リスクが高まる「5つの場面」』の提言があり
ました。新型コロナウイルス感染症から、あなたと身近
な人の命を守れるよう、日常生活を見直してみましょう。

近くの発熱外来を案内

 相談窓口 
◎発熱相談センター（千葉県）
　※24時間対応
●12月5日㈯午前8時まで
　☎ 0570－200－613
●12月5日㈯午前8時以降
　☎ 03－6747－8414
◎市の健康相談窓口
●健康づくり支援課
　☎7185－1126（平日午前8時
　30分～午後5時）
　※祝日・年末年始を除く
◎発熱相談医療機関（下記の千葉
県ホームページQRコード参照）

※医師の判断に応じて検査へ

※医師の判断に応じて検査へ

〇飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低
下する。また、聴覚が鈍麻し、大きな声になりやすい。
〇特に敷居などで区切られている狭い空間に、長時
間、大人数が滞在すると、感染リスクが高まる。
〇また、回し飲みや箸などの共用が感染のリスクを高める。

場面① 飲酒を伴う懇親会など

〇長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜の
はしご酒では、短時間の食事に比べて、感染リス
クが高まる。
〇大人数、例えば5人以上の飲食では、大声になり
飛沫が飛びやすくなるため、感染リスクが高まる。

場面② 大人数や長時間におよぶ飲食

〇マスクなしに近距離で会話をすることで、飛沫感
染やマイクロ飛沫感染での感染リスクが高まる。
〇マスクなしでの感染例としては、昼カラオケなど
での事例が確認されている。
〇車やバスで移動する際の車中でも注意が必要。

場面③ マスクなしでの会話

〇狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉
鎖空間が共有されるため、感染リスクが高まる。
〇寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染
が疑われる事例が報告されている。

場面④ 狭い空間での共同生活

〇仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切
り替わると、気の緩みや環境の変化により、感染
リスクが高まることがある。
〇休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事
例が確認されている。

場面⑤ 居場所の切り替わり

まずは身近な医療機関に電話相談

千葉県ホームページ
 「熱があるときは」

※11月18日現在の情報です
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